
第６回議会運営委員会会議記録 

開 閉 会 

日   時 

 令和５年７月３日（月曜）      午前 ９時３０分 開会 

休 憩 9:53-10:06 10:18-19 

                   午前１０時２３分 閉会 

会議場所  ３階委員会室 

出席委員  

氏   名 

委員長  渡辺洋一郎 委 員 中村 和宏  

副委員長 立川 美穂 委 員 中田智惠子  

委 員  正村紀美子 委 員 鈴木 健充  

委 員  木村 淳彦  議 長 梶澤 幸治 

欠席委員  

氏   名 

   

   

説明等に  

出席した  

者の氏名  

   

   

   

事務局職員 事務局長 安田 敦史 総務係長 竹川 恭史  

１ 開 会 

・委員長が開会を告げ、事務局から本日の委員会の日程を説明する。 

 

２ 議 件 

（１）調査事項 

ア 議会だより７月号の編集について          当日資料１ 

イ 議会だより８月号の編集企画案について       当日資料２ 

ウ 議会報告と町民との意見交換会開催概要案について  当日資料３ 

 

３ その他 

（１）次回委員会の開催日程（予定）について 

令和５年 月 日（  曜）   時   分 

（２）その他 

 

                                       

２ 議 件 

（１）調査事項 

ア 議会だより７月号の編集について  当日資料１ 

・正村委員：明後日（７月５日）が校了日であるが、全議員札幌研修のため、本日で

決定し、発行日までに軽微な整理が生じた際は、事務局一任で発行することをお

諮りしたい。 

・委員長：質疑・意見はないか？ 

・（質疑・意見なし） 



・委員長：説明の内容に異議ないか？ 

・（異議なし） 

・委員長：説明のとおり編集を校了とする。 

 

イ 議会だより８月号の編集企画案について  当日資料２ 

・正村委員：資料説明（全８ページ、８月３日校了編集等）。 

・委員長：質疑・意見はないか？ 

・（質疑・意見なし） 

・委員長：説明の内容に異議ないか？ 

・（異議なし） 

・委員長：説明のとおり編集を進めることを決定する。 

 

ウ 議会報告と町民との意見交換会開催概要案について  当日資料３ 

 ・立川副委員長：今年度の事業概要案について協議したい。本日は、あくまでも概要

として、事業の骨子である目的・趣旨、実施時期、内容を協議したい。なお、先週

の研修（６月２８日）におけるワークショップの結果を踏まえた案としているこ

とを申し添える。また、今後の議運で詳細を整理し、全員協議会での協議を経て、

開催要領を決定し、実施したいと考えている。 

・委員長：質疑・意見はないか？ 

・正村委員：今年度の実施概要案は、昨年度からの申し送り事項を踏まえて「第23

回消費生活展」への参加としているが、現行規程の第２条に規定する「意見交換会

の種類（地域・団体・議会報告会）」との整合性は図れるのか？ 

・渡辺委員長：現行規程での「地域との意見交換会」の「地域」の定義は、特定の地

域ではなく、芽室町全体と捉えて実施したい。また、「団体との意見交換会」は従

来は「PTA」を対象としてきたが、先方からの要望に応じて「団体」と捉え実施し、

さらに、「議会報告会」については、今回は参加予定イベントのブースにおいて、

パネル展を想定しているので、それを「報告会」として整合性を図りたい。 

・正村委員：説明を聞くと理解できるが、事業と根拠規程との整合性は明快であるこ

とも必要と感じる。今後、規程で読み取れないような場面が出た時には、改正も必

要と考えるが、その前提に立つと、今回の取組みは「試行」と捉えて良いか？ 

・渡辺委員長：当面は解釈の範囲で実施し、検証によっては規程の見直しを視野に入

れたい。 

・正村委員：今年度は「消費生活展」に限定した「意見交換会」と考えて良いか？ 

・渡辺委員長：他に要望等があれば、追加の事業を検討するが、この１事業とした

い。 

・正村委員：常任委員会で団体等との意見交換会も予想されるため、今事業に限定し

た取り組みで良いと考える。 

・委員長：他にないか？ 

・（質疑・意見なし） 

・委員長：説明の内容に異議ないか？ 



・（異議なし） 

・委員長：概要案は説明のとおりとし、詳細については今後の議運で協議する。な

お、適宜、全員協議会で共有して取り進めることを決定する。 

 

 

・委員長：お諮りする。当日追加として、「白樺高校との包括連携協定事業開催概要

案」及び「芽室高校との意見交換会開催概要案」を調査事項としたい。異議ない

か？ 

 ・（異議なし） 

・委員長：当日追加調査事項として、決定する。 

 

 

当日追加調査事項① 白樺高校との包括連携協定事業開催概要案  当日資料４ 

 ・立川副委員長：調査事項「ウ」と同様に、今年度の事業概要案について協議したい。

本日は、あくまでも概要として、事業の骨子である目的・趣旨、実施時期、内容を

協議したい。なお、先週の研修（６月２８日）におけるワークショップの結果を踏

まえた案としていることを申し添える。また、今後の議運で詳細を整理し、全員協

議会での協議を経て、開催要領を決定し、実施したいと考えている。 

・委員長：質疑・意見はないか？ 

・正村委員：実施概要案を整理するには、この事業の目的自体を議会全体で共有する

ことが、まだ十分でないと考える。今後の議会内における検討のスケジュールに

ついて、確認したい。 

・渡辺委員長：今年度の主要事業活性化計画に「事業の目的と目標の明確化」を掲げ

ており、今後、議会内で明確にしていきたい。 

・正村委員：明確になる時期のめどは？ 

・渡辺委員長：先週金曜日（6月30日）に、議運正副委員長で学校に出向き、担当教

諭と協議した際の学校の考え方（前年とほぼ同様の内容）を資料に反映したが、議

会の考え方を整理しつつ、今後、さらに詰めていく。具体的なスケジュールは今申

し上げられないが、先方の意向を確認の都度共有したい。 

・正村委員：学校側が、例年どおりの「議会体験」という趣旨であるなら、議会とし

てのかかわり方について、議会内部で案を整理し、その後、学校側と協議してから

概要を固めるべきでないか？ 

・木村委員：本日の提案は、前年度からの申し送り内容と先週の研修（ワークショッ

プ）の成果を反映した「たたき台」として理解する。そのため、学校側の具体的な

事業案については資料にはまだ載せない体裁とし、今後の議会内協議と並行して

確定させていく手順としてはいかがか？ 

・渡辺委員長：木村委員の意見をまとめとすることに異議ないか？ 

・（異議なし） 

・渡辺委員長：他に意見・質疑はないか？ 

・（質疑・意見なし） 



・委員長：説明の内容に異議ないか？ 

・（異議なし） 

・委員長：説明のとおり取り進めることを決定する。 

 

当日追加調査事項② 芽室高校との意見交換会開催概要案  当日資料５ 

 ・立川副委員長：「白樺高校との包括連携協定事業開催概要案」と同様に、今年度の

事業概要案について協議したい。本日は、あくまでも概要として、事業の骨子であ

る目的・趣旨、実施時期、内容を協議したい。なお、先週の研修（６月２８日）に

おけるワークショップの結果を踏まえた案としていることを申し添える。また、

今後の議運で詳細を整理し、全員協議会での協議を経て、開催要領を決定し、実施

したいと考えている。 

・委員長：質疑・意見はないか？ 

・正村委員：町政に的確に反映させるという「事業目標」は、白樺高校の目標と異な

るが、この違いは何か？ 

・渡辺委員長：先週の議員間討議の研修結果である「ワークショップ結果」を尊重

し、反映したものである。 

・正村委員：開催概要案としては、高校間の事業に差異はなく、統一して設定すべき

ではないか？ 

・議長：議会との連携事業として、高校生という対象は同じであるが、学校間でこれ

までの経過、環境や背景も異なることから、その部分について委員長から説明を

いただきたい。 

・渡辺委員長：白樺高校とは包括連携協定の前提があり、芽室高校とは毎年、学校と

協議し事業を企画実施している違いがあるため、目標設定を統一していない事情

である。 

・正村委員：説明を理解する。そうだとしても、芽室高校との意見交換会の目標が

「町政に的確に反映させる」というのはハードルが高過ぎないのか？ 

・木村委員：背景は理解しつつも高校生との意見交換会の概要は、議会として統一す

べきである。また、正村委員の意見のとおり、高校生との意見交換会の結果を「町

政に的確に反映させる」ことは、かなりハードな目標と考える。 

・委員長：他にないか？ 

・（質疑・意見なし） 

・委員長：今回の提案事項は、先週の研修成果を反映した概要案を提示したため、本

日の意見を踏まえて改めて議運で協議し、今年度の実施概要案を検討していきた

い。取り進め方について異議ないか？ 

・（異議なし） 

・委員長：説明のとおり進めることを決定する。 

 

 

３ その他 

（１）次回の委員会開催日程について  



・７月２０日（木）午前９時３０分 

 

（２）その他 

・ 委員長：「その他」で各委員からないか？ 

・ 立川副委員長：研修終了後の議員アンケートの実施について、お諮りしたい。

現行規定（芽室町議会議員研修要綱）では、研修終了後に「研修成果報告書」

を議長に提出することになっているが、これとは別に、今後の研修事業を企画

する際の参考として、グーグルフォームを活用した数問の簡易的なアンケート

を実施したい。アンケート項目のイメージは、開催時期、時間帯、会場設定や

講師選定の感想等々で、「研修内容」というより「研修の設定環境」についてと

なる。議員会主催を除く研修を対象とし、全議員宛に発信し回答協力は求める

が任意とする。なお、設問は正副一任で、実施したいのでお諮りしたい。 

・ 委員長：意見・質疑はないか？ 

 

・ 委員長：他にないか？ 

・ （意見・質疑なし） 

・ 委員長：副委員長提案のとおり決定することに異議ないか？ 

・ （異議なし） 

・ 委員長：６月に行った研修から実施できるよう取り進めることに決定する。 

・ 委員長：議長からないか？ 

・ （なし） 

・ 委員長：事務局からないか？ 

・ （なし） 

・ 委員長：以上で終了する。 

 

                    以上をもって議会運営委員会を閉会する。 

 

傍 聴 者 数 一般者 ０名 報道関係者 ０名 議 員 ０名 合計 ０名 

  

令和５年７月３日 

議会運営委員会委員長 渡辺 洋一郎 

 

 


